
 
 
 

 
河合塾のカンボジア募金で、今年もカンボジア-日本友好学園の生徒３名（10年生＝
高校１年生）を招聘しました。来日したのは、（写真左から）ソペアさん（17才）、セット
くん（17才）、ムンくん（19才）。8/25～9/4の 11日間、東京・京都・名古屋の３地区を
訪問。その一部を紹介します。 

 
 

＊「パン作り」体験！＊  8/26（金） 

 カンボジアの主食はお米。プノンペンに行けば元フランス

領なのでおいしいパンを食べることができますが、彼らの住

んでいる地域では口にすることはない食べ物です。塩や砂糖

は日本語も知っていましたがイーストは見たこともなく首を

かしげていました。いよいよ製作。さすが毎日自炊している

だけあって勘がよく、初体験にもかかわらずみんな中々の手

つきです。100回パン種を机にたたきつける際も最後まで変

わらぬペースで腕力を発揮してくれました。発酵させている

間に日本語の学習。戻ってきて2倍近く膨らんだ種をみて3

人ともびっくりしていました。その後同じ大きさにそろえて

まるめて電気オーブンにいれて 15 分でできあがり。自分で

作った焼きたてのパンの味は格別であっという間に 30 個の

パンがなくなってしまいました。ただこの経験をカンボジア

でどう活かしていくかは今後の課題です。電気・ガス・水道

のない彼らの地域ではオーブンに代わるものを作らなければ

なりません。はかりやオーブンの目盛りに頼ることなく五感

を駆使しておいしいパンを作り上げていくことの大切さを教

えられた活動で

もありました。 

（ドルトン・伊藤） 

 
 
 

＊「紙すき (美濃和紙の里) 」体験！＊ 8/27（土） 
 名古屋からローカル電車を乗り継ぐこと２時間、美しい川や山々に囲まれた岐阜

県美濃市に到着。伝統工芸の美濃和紙の店に入ると、初めて見る和紙絵を手に取り

「きれいです」と興味津々。ソペアさんは桜、セットとムン君は平安時代の和紙絵がお気に入りの様子でした。美濃和紙の里会

館に到着後、美濃和紙の説明を受けた後、紙すきを体験。先生が幾つかの工程を説明し

ながら実際にやって見せる様子を食い入るように観察していました。積極的なセット君、

続いてムン君、そして慎重派のソペアさんと、先生の説明したとおり器用に紙をすいて

いきます。３人があまりに上手にやるので、一番プレッシャーを感じていたのは日本人

のFさん。心情を察したのか、頼まれもしないのにセット君がサポートしていました。 

先生曰く、「一度説明しただけでこれほど呑み込みが早い外国人を見たのは初めて」

とのこと。昨年の陶芸体験のときもそうでしたが、カンボジアの生徒は観察力が非常に

優れ実に器用です。機械化が進み手作業でものを作る機会が少なくなった日本人のほう

がよほど不器用かもしれません。（トライデント・倉上） 

 

 

 

＊「京の台所」で買物体験！＊ 8/30（火） 

京の人々に「にしき」と呼び親しまれている錦市場に行っ

てきました。ここには京料理を支えるあらゆる食材が並んで

おり、初めて目にする魚や京野菜、漬物、乾物などを不思議

そうに見つめる姿が印象的でした。ひととおり市場を見学し

た後は実際に買物にチャレンジです。「今晩、食べたいものを

買ってきて！」とお金を渡した後、三人それぞれが市場の中

に散っていったのですが、買物を終えて戻ってきた３人が持

っていたものは「バナナ」「白ごはん」「お菓子」。せっかく京

都に来たのに・・・その後の交流会では市場で買ったものを

みんなで食べたのですが、こちらで揃えた「日本伝統の味」

の中では鯖や秋刀魚の塩焼きが人気でした。梅干も「絶対お

しいいから！」と勧めてみたのですが、ムン君は顔をくしゃ

くしゃにしながら口から出してしましました。ムン君ごめん

なさい m(__)m この日はあいにくの雨天でしたが、アーケ

ードのある商店街では、

見て歩くだけでもみん

なワクワクと楽しくな

ってくる、そんな様子

がとても伝わってきま

した。 

（大阪南校・西川） 
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☆☆☆ カンボジアの基礎知識 ☆☆☆ 

「アンコールワット遺跡」で有名なカンボジア王国は、インドシ

ナ半島の南部に位置し西にタイ、東にベトナム、北はラオスに囲ま

れた人口1,350万人、国土18万平方kｍ(日本の約50%)、国民の

75%は農業に従事しています。1970 年から 20 年以上続いた内戦

で、200 万人近くの人々が命を失い、現在国民の 40％近くが 14

歳以下の子供で占められています。 

「近代化が進む都市部」は、首都プノンペンを中心として、幹

線道路の整備、近代的なショッピングセンター、ホテルなどが建設

され、最新電化製品などを販売する店も多く目に付きます。郊外

では、外国人向けのお洒落なレストランが林立し夜遅くまで賑わっ

ています。対照的に、農村では、水道、電気、

ガスや医療設備もないところが多く、都市と農

村の生活基盤や所得格差が拡がっています。

また、職を求めて農村地域から都市部への

人口流入により、貧富の格差、物価の上昇、

地価の高騰、ゴミ問題、交通事故の多発など、

近代化に伴う多くの課題を抱えています。 

「友好学園」初の「高校卒業式」レポート 

去る、6/27（月）に、友好学園で初めての卒業生が巣立

つこととなりました。実はカンボジアには卒業式という慣習

がありません。そのため、日本の支援者や学校関係者が中心

となり、日本の卒業式を参考に準備されました。テントの設

営や飾り付け、メッセージカードなどなど。とても丁寧に一

生懸命努力されていました。さて、卒業式では、卒業証書（努

力賞）授与の時は、さすがにみんな緊張した面持ちになって

いました。また、卒業生代表として答辞を読み上げたケン・

ソチェット君の６年間の思いが詰まった話に、涙ぐむ生徒も

いました。それでも全体的には、終始和やかなムードで進み

ました。今回、学校を巣立っていく

になることはもちろんのこと、今

後、彼らの後輩達が、より良い学

校としていってくれることを願っ

てやみません。 

（メ

生徒達の将来がよいもの

ディア教材開発部・東平） 
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友好学園から来日する生徒の日本語

また今年は、授業の一環として愛知万

博

としたとき、わざわざ走って届けてくれた」

英語、 いま

会計報告】  2004 年度 年間募金収入   862,303 円     前期（05.4-9）募金額 

額計  

日本語学習と「愛・地球博」 

習プログラムも今年で 3 年目になりまし

。毎年日本で学習した内容を友好学園

戻ってからほかの生徒に教えているよう

、日本語学習が着実に引き継がれてい

ようです。今年の日本語学習では「日本

ついて日本語で学習する」取り組みを

いました。日本についての基本的な知

はすでに持っていますが、実際に日本

体験したことについて日本語を使って

明したり、カンボジアと比較して考える

とで、更に理解が深まったようです。 

友好学園と日本語教育＞ 友好学園では、

を訪問しました。万博については事前

に説明してありましたが、あまりの広さと人

の多さに驚いたのか、会場内に入ってす

ぐセット君が「どうして今日はたくさん人が

いますか！」と慌てた様子で尋ねてきまし

た。期間限定で巨大な施設を作り、そこに

大勢の人が集まる、ということがなかなか

理解しづらいようでした。そこでカンボジ

ア館を訪問し、館長さんから万博の趣旨

や日本の印象などお話を伺いました。3

人の質問に丁寧にお答えいただきました

が、ソペアさんの「日本人は親切で物を落

という体験に館長さんが「カンボジアでは

落し物は自分の物にしてしまう。国に余裕

がないと他人のことまでは考えることがで

きないから」と答えたことが印象に残りまし

た。復興が進んでいるように見えるカンボ

ジアですが、安定した生活を送れるように

なるにはまだ支援が必要だと感じました。 

    川畑貴子（愛知学院大学講師） 

フランス語にならんで日本語の授業が行われて

。大学を出ても英語だけしか使えないと、コネなしでは就職できないカンボジアの現状をよく知る、学園

表コン・ボーン氏の強い要望で学園設立当初から続いています。河合塾でもお手伝いができるよう日本

学習を招聘プログラムに入れています。 

  725,604 円 

＜生徒招聘（3名+通訳）＞ 渡航費、滞在費など  714,809 円     生徒招聘残金  147,494 円 

（内訳：カンパ収入 105 千円 総支出 858 千円） 残金   147,494 円        募金残  873,098 円 

～ 募金のご協力ありがとうございました。今後もよろしくお願い致します。～ 
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